
1
面

事
業
の

供
用
を

開
始
し

た
同
町

は
使
用

料
収
入

の
減
少

の
中
、

設
備
機

器
等
の

老
朽
化
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ

て
お
り
、
来
年
度
か
ら
３
年

間
に
わ
た
り
段
階
的
な
下
水

道
使
用
料
の
見
直
し
と
官
民

連
携
の
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ

Ｐ
事
業
」
へ
の
移
行
を
目
指

す
。
コ
ス
ト
を
抑
え
な
が
ら

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
技
術
力

を
取
り
入
れ
た
先
進
事
業
へ

と
舵
を
切
る
同
町
の
下
水
道

課
は
「
安
心
安
全
を
提
供

し
、
町
民
と
協
力
し
た
事
業

と
し
て
開
か
れ
た
場
所
で
あ

り
た
い
」
と
話
し
、
来
年
１

月
17
日
と
３
月
28
日
の
10
時

ド
ア
ノ
ブ
に
柿
の
袋
の
か
か
り
お
り
「
ゴ
ン
ギ
ツ
ネ
よ
り
」
と
メ

モ
が
ひ
と
ひ
ら�

大
船
　
小
笹
岐
美
子

　
童
話
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
の
優
し
さ
を
身
近
に
す
る
友
と
作
者
。

い
つ
し
か
に
つ
が
ひ
の
ガ
ビ
鳥
柿
の
木
に
フ
ル
ー
ト
の
如
き
対
話

か
な
で
る�

葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

　「
対
話
」、
そ
し
て
「
フ
ル
ー
ト
の
如
き
」
の
喩
が
い
い
。

「
避
難
し
て
！
」
警
報
発
令
腰
上
げ
る
ア
ラ
ー
ト
よ
り
も
孫
の

メ
ー
ル
で�

逗
子
市
　
望
月
　
和
子

　
身
近
な
人
の
報
せ
こ
そ
人
を
動
か
す
。
人
間
の
心
理
を
つ
く
。

ガ
ザ
の
民
受
け
入
れ
ま
す
と
手
を
上
ぐ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
ラ
フ

レ
シ
ア
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
石
川
　
詔
子

牧
の
子
の
オ
ル
ガ
ン
を
弾
く
礼
拝
堂
犬
の
加
わ
る
一
家
族
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

顔
を
上
ぐ
朝
の
光
に
洗
は
れ
て
い
ざ
風
入
れ
の
宝
物
を
観
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

水
引
の
花
を
し
ご
き
て
手
わ
た
せ
り
そ
ん
な
日
の
あ
り
言
葉
を
つ

な
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

三
匹
の
子
連
れ
の
親
り
す
柿
の
木
に
食
べ
頃
の
実
を
教
え
て
い
る

ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
抱
え
て
渡
る
跨
線
橋
木
曽
路
の
宿
場
に
外
つ
国
の

人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

秋
う
ら
ら
右
手
が
少
し
動
い
た
と
リ
ハ
ビ
リ
の
友
左
手
で
書
く

�

片
瀬
　
中
村
　
　
喬

新
鮮
な
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
と
生
シ
ラ
ス
鎌
倉
め
ぐ
り
の
長
閑
な
ひ
と

と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

〈
天
〉回
廊
に
競
ひ
し
百
の
菊
の
鉢�

横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

　
い
か
に
も
菊
の
花
の
豪
華
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
句
。
俳
句
の
基
本

の
写
生
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
る
。

〈
地
〉江
の
島
の
さ
さ
や
く
波
や
秋
日
和�

城
廻
　
塩
田
　
文
子

　
こ
れ
は
江
の
島
と
い
う
固
有
名
詞
が
動
か
な
い
。
季
題
も
的
確
に

詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。

〈
人
〉秋
深
む
湖
面
を
渡
る
雲
の
影�

城
廻
　
増
田
　
陽
子

　
湖
面
の
静
か
さ
と
日
時
が
動
い
て
い
る
雲
の
影
が
よ
く
出
て
い
た
。

身
に
入
む
や
苔
む
し
並
ぶ
六
地
蔵�

台
　
黒
岩
　
伸
幸

　
き
っ
と
鎌
倉
の
由
比
ガ
浜
の
六
地
蔵
か
と
思
っ
た
。
私
も
小
さ
い

時
か
ら
拝
ん
で
い
る
辻
で
も
あ
る
。

北
よ
り
の
メ
ロ
ン
の
届
く
バ
ー
ス
デ
ィ
ー�

逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

　
メ
ロ
ン
は
何
と
い
っ
て
も
北
海
道
。
そ
れ
も
夕
張
メ
ロ
ン
が
一
番
。

バ
ー
ス
デ
ー
が
よ
い
。

観
音
の
笑
み
に
答
へ
る
初
紅
葉�

藤
沢
市
　
山
田
　
節
子

　
大
船
観
音
と
思
っ
て
い
る
が
、
初
紅
葉
も
そ
れ
に
こ
た
え
る
よ
う

に
一
句
を
作
ら
れ
た
の
も
平
和
。

晩
秋
に
久
女
を
偲
ぶ
吾
な
り
き�

小
袋
谷
　
真
壁
　
英
子

一
隅
を
景
色
と
な
し
て
野
菊
咲
く�

藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

菊
花
賞
勝
ち
き
り
戻
る
馬
笑
ふ�

片
瀬
　
中
村
　
　
喬

夕
闇
を
待
て
ず
に
松
虫
鳴
き
つ
の
る�

藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

野
菊
咲
く
五
葉
の
松
の
片
隅
に�

手
広
　
高
口
　
道
宏

風
爽
か
束
の
間
の
日
々
谷
戸
歩
き�

台
　
柴
田
　
慶
子

宿
場
町
の
古
寺
に
揺
れ
お
り
貴
船
菊�

藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

部
屋
中
の
初
冬
の
日
射
し
独
り
じ
め�

山
崎
　
篠
田
つ
ゝ
み

蓮
の
実
の
飛
ん
で
大
路
は
人
あ
ふ
れ�

大
船
　
添
田
　
洋
子

清
雅
な
る
か
ま
く
ら
の
地
は
秋
盛
り�

寺
分
　
松
本
　
賢
悟

新
蕎
麦
の
追
加
地
酒
も
追
加
か
な�

山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

病
む
人
の
寝
顔
に
安
堵
秋
の
暮�

腰
越
　
松
原
　
　
薫

返
り
花
逆
さ
に
し
た
る
砂
時
計�

材
木
座
　
羽
賀
　
潔
子

新
蕎
麦
と
亭
主
煩
き
カ
ウ
ン
タ
ー�

材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

美術館・文学館めぐり

県立近代美術館 葉山
☎ 046・875・2800

若江漢字とヨーゼフ・ボイス 撮影
されたボイスの記録。そして共振

若江撮影のボイスの写真や
２人の造形作品の展示

～ 2/23
1200 円

没後 10 年 江見絹子 1962 年のヴェネチア・ビエ
ンナーレ出品作品を中心に

～ 2/23
250 円

県立近代美術館 鎌倉
☎ 22・5000

THOUSANDS ARE SAILING
川口起美雄

70 年の初期作品から初公開
の新作まで

～ 2/1
700 円

鎌倉国宝館
☎ 22・0753

扇影衣香－鎌倉と宋元・
高麗の仏教絵画の交響

宋元・高麗・鎌倉の３つの地域
で制作された仏教絵画を展示

～ 12/14
1000 円

鏑木清方記念美術館
☎ 23・6405

冬美人－押絵羽子板と
ともに

女性たちの冬の装いの口絵
や押絵羽子板などを紹介

12/5 ～ 1/12
300 円。

鎌倉市川喜多映画記念
館☎ 23・2500

サスペンス・ミステリー映
画の奇しい世界

サスペンスとミステリーの古典から
近作までを取り上げその魅力に迫る

～ 3/29 500 円
（鎌倉市民無料）

鎌倉歴史文化交流館
☎ 73・8501

没後 800 年 北条政子
－鎌倉を生きた女性たち

政子の生涯を辿り、中世の鎌倉の女性
たちを取り巻く社会背景や役割を紹介

12/13～ 2/28
400 円

鎌倉文華館 鶴岡ミュー
ジアム☎ 55・9030

鶴岡八幡宮の季節展
－文様と美

伝統文様に焦点を当てた展示。
石段脇の大銀杏のかつての姿も

～ 2/1
600 円

観音ミュージアム
☎ 22・6100

坂東三十三所と東国の
観音巡礼

各札所のご本尊の画像のパ
ネル展示や未公開文化財

～ 1/18
500 円

北鎌倉葉祥明美術館
☎ 24・4860

絵本「かみさまへのてが
み」展

かみさまへの子ども達からの手紙をま
とめた本（翻訳 谷川俊太郎　絵 葉祥明）

～ 1/16
600 円

北鎌倉古民家ミュージ
アム☎ 25・5641

ぜんまい手紡ぎ織
菊地星女展

菊地星女が亡くなる直前の
約 10 年の作品展示

～ 1/12
600 円

県立金沢文庫
☎ 045・701・9069

金澤文庫本
－流離う本の物語

名古屋市蓬左文庫の重要文
化財 5件を里帰り展示

～ 1/18
800 円

藤澤浮世絵館
☎ 0466・33・0111

黒船来航－幕末・明治の
浮世絵

ペリー率いる黒船来航が描
かれた横浜絵や諷刺画など

～ 12/14
無料

藤沢市アートスペース
☎ 0466・30・1816

熱気の向こうの白と黒ビッグ
錠と風間サチコ異食なふたり

ビッグ錠の漫画と風間サチ
コの木版画

12/21
無料

遊行寺宝物館
☎ 0466・22・2063 神仏の表現 信仰心の具象化で作られた

絵画や彫刻、経典を中心に
～ 12/15
500 円

山口蓬春記念館
☎ 046・875・6094 昭和100年！ 旅する蓬春 旅という視点で大正から昭和に

かけての蓬春の画業を振り返る。
～ 1/25
600 円

茅ヶ崎市美術館
☎ 0467・88・1177

菅野陽と浜田知明　
銅版画の夜明け前

作風や時代の共通点のある
2人の銅版画家の軌跡

12/13～ 2/23

平塚市博物館
☎ 0463・33・5111

丹沢でみつけたスゴい石－
丹沢山地の化石・岩石・鉱物

研究者やコレクターの所蔵
品や丹沢産の石の紹介

～ 1/12
無料

神奈川近代文学館
☎ 045・622・6666

文学の森へ 
神奈川と作家たち

第１部 夏目漱石から萩原朔
太郎まで

12/6 ～ 1/25
260 円

大佛次郎記念館
☎ 045・622・5002

藤井健司×大佛次郎
「帰郷 Home Coming」

小説「帰郷」を結節点に藤井
健司とのコラボレーション

～ 12/7
200 円

そごう美術館
☎ 045・465・5515

Perfume COSTUME MUSEUM 
FINAL EDITION

メジャーデビュー以降の衣
装を紹介する大規模衣装展

～ 1/12
1600 円

▼
県
立
近
代
美
術
館 

葉
山

▽
若
江
漢
字
と
ヨ
ー
ゼ
フ
・

ボ
イ
ス
　
撮
影
さ
れ
た
ボ
イ

ス
の
記
録
、
そ
し
て
共
振

　
11
月
15
日
～
２
月
23
日
。

若
江
撮
影
の
ボ
イ
ス
の
写
真

や
２
人
の
造
形
作
品
の
展

示
。
千
２
百
円
。

▽
没
後
10
年
　
江
見
絹
子
︱

１
９
６
２
年
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
出
品
作
品
を

中
心
に
︱
　
11
月
15
日
～

２
月
23
日
。
日
本
人
女
性
で

初
め
て
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ
に
出
品
し
た
江
見

の
作
品
展
。
２
５
０
円
。

☎
０
４
６
・
８
７
５
・
２
８
０
０

▼
Ｔ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ 

Ａ
Ｒ
Ｅ
　
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

川
口
起
美
雄

　
２
月
１
日
ま
で
県
立
近
代

美
術
館 

鎌
倉
別
館
。
１
９

７
０
年
代
の
初
期
作
品
か
ら

初
公
開
の
新
作
ま
で
。
７
百

円
。
☎
22
・
５
０
０
０

▼
冬
美
人
︱
押
絵
羽
子
板
と

と
も
に

　
12
月
５
日
～
１
月
12
日
鏑

木
清
方
記
念
美
術
館
。
女
性

た
ち
の
冬
の
装
い
を
描
い
た

口
絵
や
押
絵
羽
子
板
な
ど

を
紹
介
。
３
百
円
。
☎
23
・

６
４
０
５

▼
サ
ス
ペ
ン
ス
・
ミ
ス
テ

リ
ー
映
画
の
奇あ
や

し
い
世
界

　
３
月
29
日
ま
で
川
喜
多
映

画
記
念
館
。
ス
リ
ル
を
味
わ

う
サ
ス
ペ
ン
ス
映
画
と
謎
解

き
を
楽
し
む
ミ
ス
テ
リ
ー
映

画
の
両
ジ
ャ
ン
ル
の
古
典
か

ら
近
作
ま
で
。
５
百
円
、
鎌

倉
市
民
無
料
。

【
関
連
上
映
】「
ア
イ
ズ 

ワ

イ
ド 

シ
ャ
ッ
ト
」
12
月
17
～

21
日
／「
博
士
の
異
常
な
愛

情
」
16
・
18
・
20
・
21
日
。

千
３
百
円
。【
ア
イ
ズ 

ワ
イ
ド 

シ
ャ
ッ
ト
＋
ア
フ
タ
ー
ト
ー

ク
】
14
日
13
時
半
。
映
写
機

で
35
㎜
フ
ィ
ル
ム
の
上
映
と

Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｍ
座
代
表
岩
本
知
明

さ
ん
の
ト
ー
ク
。
千
３
百
円
。

☎
23
・
２
５
０
０

▼
金
澤
文
庫
本
︱
流さ
す離ら

う
本

の
物
語

　
１
月
18
日
ま
で
県
立
金
沢
文

庫
。
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
の
重

要
文
化
財「
金
沢
文
庫
本
」
５

件
を
里
帰
り
展
示
。
８
百
円
。

☎
０
４
５・７
０
１・９
０
６
９

▼
昭
和
１
０
０
年
！ 

旅
す

る
蓬
春

　
11
月
22
日
～
１
月
25
日
山

口
蓬
春
記
念
館
。
旅
と
い
う

視
点
で
大
正
か
ら
昭
和
に

か
け
て
の
蓬
春
の
画
業
を

振
り
返
る
。
６
百
円
。
☎

０
４
６
・
８
７
５
・
６
０
９
４

▼
文
学
の
森
へ 

神
奈
川
と
作

家
た
ち

　
12
月
６
日
～
１
月
25
日
神

奈
川
近
代
文
学
館
。
夏
目
漱
石

か
ら
萩
原
朔
太
郎
ま
で
。
コ
ー

ナ
ー
展
示
「
没
後
50
年 

平
井

呈
一
」
も
。
２
６
０
円
。
☎

０
４
５
・
６
２
２
・
６
６
６
６

▼
五
光
窯
　
魅
惑
の
彩
磁
器

Ⅴ
︱
藤
本
岳
英
・
江
里
子

　
12
月
５
日
～
１
月
24
日
小

町
通
り
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翆

堂
。
☎
22
・
３
７
６
９

▼
北
鎌
倉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
月

▽
２
０
２
６
紅
葉
月
の
猫
た

ち 

12
月
７
日
ま
で
。
油
絵
、

ア
ク
リ
ル
、
木
版
画
、
陶
芸

な
ど
10
人
の
猫
が
テ
ー
マ
の

グ
ル
ー
プ
展
。

▽
鎌
倉
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
着
物

市
６
～
８
日
。☎
22・
２
９
１
３

▼
第
32
回 
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
展

　
12
月
２
～
７
日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
黒
川
明
絵

画
教
室
の
絵
画
展
。
水
彩
、

油
彩
、
ア
ク
リ
ル
、
版
画
な

ど
約
百
点
。

　 

「窓辺」黒川明さん

▼
鎌
倉
市
民
文
化
祭
２
０
２
５

▽
鎌
倉
民
謡 

民
舞
協
会
公
演
会

12
月
６
日
11
時
、
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
三
味
線
・

唄
・
民
舞
な
ど
。
無
料
。
赤

井
方
☎
45
・
０
４
３
７

▽
劇
団
鎌
倉
小
劇
場 

第
60

回
公
演「
雨
の
ち
晴
～
～
れ
」

20
日
13
時
半
・
17
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
２
千
円
、

前
売
１
５
０
０
円
。
志
貴
方
☎

０
９
０
・
３
５
０
８
・
８
２
９
２

▼
第
22
回 

絵
で
伝
え
よ
う
！

わ
た
し
の
町
の
た
か
ら
も
の 

絵
画
展

　
12
月
25
～
27
日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
、
28
日
～
１

月
５
日
鎌
倉
駅
地
下
道
ギ
ャ

ラ
リ
ー
。
い
つ
ま
で
も
住
み

続
け
た
い
町
で
あ
る
た
め
に

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
テ
ー
マ
に

市
内
の
小
中
学
生
の
作
品
約

１
６
０
点
。
主
催
は
鎌
倉
ユ

ネ
ス
コ
協
会
。

▼
鎌
倉
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
演
奏
会

　
12
月
４
日
18
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
無
料
。

久
石
譲
「
も
の
の
け
姫
メ
ド

レ
ー
」
な
ど
。
主
催
は
鎌
響
。

▼
み
ん
な
が
つ
な
が
る
に
ん

ぎ
ょ
う
げ
き
＆
コ
ン
サ
ー
ト

　
12
月
６
日
13
時
、
葉
山
町

福
祉
文
化
会
館
。
シ
ア
タ
ー

ド
ー
ナ
ッ
ツ
の
人
形
劇
と
松

永
知
史
さ
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス

の
歌
な
ど
。
無
料
。
葉
山
福

祉
文
化
ラ
ボ
☎
０
９
０
・
８

０
８
１
・
６
２
０
１

▼
Ｊ
・
Ｓ
・
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｈ 

Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
　
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ｏ

　
12
月
６
日
12
時
、
カ
ト

リ
ッ
ク
雪
ノ
下
教
会
。無
料
。

バ
ッ
ハ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協

奏
曲
全
曲
。
主
催
は
鎌
響
。

▼
Ｃ
Ｈ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｓ 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
　

　
12
月
25
日
14
時
、
カ
ノ
ン

ハ
ウ
ス
鎌
倉
。鎌
倉
出
身
の
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
の
佐
藤
友

紀
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
。素
敵
な
お
菓
子
と
飲
み
物

で
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
に
浸

る
至
福
の
時
間
。
４
５
０
０
円
。

ブ
ロ
ウ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

☎
03
・
５
４
０
３
・
６
４
１
０

▼
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
コ
ン

サ
ー
ト
「
音
楽
で
語
る
鎌
倉
」

　
12
月
14
日
13
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。「
風

致
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
鎌
倉
在

住
60
年
の
間
に
」、
歌
語
り

「
か
さ
こ
じ
ぞ
う
」。
２
千
５

百
円
、
保
護
者
同
伴
小
学
生

無
料
。
主
催
は
鎌
倉
風
致
保

存
会
他
。
申
込
は
ス
タ
ジ
オ

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
☎
０
９
０
・

２
２
０
７
・
０
０
３
１

▼〝
ジ
ャ
ズ
を
歌
う
会
〟X ,mas 

Concert 
@
鎌
倉
き
ら
ら
ホ
ー
ル

　
12
月
16
日
13
時
半
、
鎌

倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
福

島
ミ
サ
ト
さ
ん
ら
の
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
。
☎

０
８
０
・
３
２
７
４
・
６
０
３
１

▼
映
画
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

～
撮
影
所
の
あ
っ
た
街
・
鎌
倉

　
12
月
21
日
13
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉

音
楽
ク
ラ
ブ
の
演
奏
で
リ
ス

ト
「
愛
の
夢
」
な
ど
。
２
千

円
。
鎌
倉
音
楽
ク
ラ
ブ
☎
０

９
０
・
２
２
０
７
・
０
０
３
１

▼
冬
休
み
こ
ど
も
コ
ン
サ
ー

ト
～
い
っ
し
ょ
に
歌
お
う

　
12
月
25
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
ピ
ア
ノ

と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
伴
奏
で

「
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
」、「
あ
わ

て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
」
な
ど
皆
で
歌
う
。
無
料
。

か
ま
く
ら 

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ト

リ
ン
グ
ス
☎
０
８
０
・
１
２
２

８
・
１
０
８
８

▼
鎌
倉
吹
奏
楽
団
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム 

創
立
30

周
年
記
念
　
定
期
演
奏
会

　
12
月
27
日
14
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
組
曲
「
惑
星
」
よ
り
火

星
・
木
星
な
ど
。
無
料
。
☎

０
５
０
・
３
５
５
２
・
４
０
１
０

▼La Pura Fuente

チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
２
月
１
日
14
時
半
、
カ
ト

リ
ッ
ク
雪
ノ
下
教
会
。
清
泉

女
子
学
院
音
楽
部
Ｏ
Ｇ
の
合

唱
。
無
料
。
要
予
約
。
地
域

食
堂
ゆ
き
の
し
た
☎
０
９
０

・
４
７
５
９
・
８
７
１
１

▼
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
講
演
会

「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が

拓
く
未
来
社
会
」

　
12
月
７
日
15
時
、
F
プ
レ

イ
ス
ホ
ー
ル
（
藤
沢
市
民
セ

ン
タ
ー
）。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
の
現
状
と
車
の
電
動

化
の
未
来
を
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
受
賞
者
・
吉
野
彰
さ
ん
が

講
演
。
無
料
。
申
込
は
５
日

ま
で
に
電
子
申
請
。
藤
沢
市

環
境
部
主
催
。 

▼
任
意
後
見
の
備
え
～
頼
れ

る
身
寄
り
な
く
て
も
安
心

　
12
月
９
日
14
時
、
鎌
倉
市

福
祉
セ
ン
タ
ー
。
講
師
は
司
法

書
士 

池
田
忠
広
さ
ん
。
無
料
。

要
申
込
。
鎌
倉
市
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
☎
38
・
８
０
０
３

▼
災
害
時
福
祉
専
門
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
習
会

　
12
月
18
日
13
時
半
、
藤
沢

市
役
所
。
福
祉
の
専
門
職
対

象
。
無
料
。
申
込
は
３
日
ま

で
に
電
子
申
請
。
神
奈
川
県

福
祉
子
ど
も
み
ら
い
局
主
催
。

▼
藤
澤
浮
世
絵
館
連
携
講
座

「
す
ご
ろ
く
で
旅
気
分
︱
江

戸
庶
民
の
楽
し
み
方
」

　
１
月
12
日
10
時
半
、
辻
堂

市
民
図
書
館
。
道
中
双
六
や

当
時
の
旅
に
つ
い
て
。
講
師

は
望
月
一
樹
館
長
。
無
料
。

要
申
込
。
藤
澤
浮
世
絵
館
☎

０
４
６
６
・
33
・
０
１
１
１

江
見
絹
子
《
光
る
土
・
歌
う
水
》
２
０
２
２
年 

油
彩
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
　
神
奈
川
県
立
美
術
館
蔵

村
むら

山
やま

 康
やす

知
とも

  さん 

国税のさらなる電子化
利用を呼び掛ける
鎌倉税務署長

　
今
年
７
月
に
着
任
し
た
ば

か
り
。
11
月
中
旬
に
は
「
税

を
考
え
る
週
間
」
が
あ
っ
た
。

自
身
は
葉
山
町
商
工
会
な
ど
で

講
演
。
国
税
の
取
り
組
み
を

話
し
、
確
定
申
告
や
納
税
証

明
で
の
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
さ

ら
な
る
利
用
を
呼
び
掛
け
た
。

　
京
都
市
の
出
身
で
、
大
学

ま
で
京
都
だ
っ
た
。
学
生

だ
っ
た
時
に
阪
神
・
淡
路
大

震
災
が
起
き
、
現
地
へ
。
焼

野
原
で
が
れ
き
の
片
付
け
な

ど
も
し
た
。
そ
れ
ま
で
公
務

員
に
は
興
味
が
な
か
っ
た

が
、
法
学
部
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
行
政
に
行
こ
う
と
決

意
。
東
京
国
税
局
に
国
税
専

門
官
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

　
い
く
つ
か
の
税
務
署
で
勤
め

た
後
、
東
京
国
税
局
本
庁
で
２

年
勤
務
。
そ
の
後
、
霞
が
関
の

国
税
庁
に
移
り
、
個
人
課
税
に

か
か
わ
る
企
画
・
立
案
な
ど
を

中
心
に
、
14
年
間
仕
事
を
し

た
。
国
会
担
当
を
し
た
こ
と

も
あ
り
、
国
会
議
員
の
質
問

通
告
を
受
け
て
夜
中
ま
で
働

く
生
活
も
経
験
し
た
。

　
個
人
課
税
課
に
い
た
と
き

に
東
日
本
大
震
災
が
起
き

た
。
確
定
申
告
の
時
期
だ
っ

た
が
、
仙
台
国
税
局
は
職
員

も
被
災
し
、
機
能
が
ス
ト
ッ

プ
し
た
。
被
災
者
の
申
告
の

修
正
な
ど
、
膨
大
な
事
務
へ

の
対
応
に
追
わ
れ
た
。

　
鎌
倉
で
の
勤
務
は
初
め
て
。

歴
史
と
伝
統
が
あ
る
街
で
、
神

社
、
仏
閣
と
自
然
の
融
和
が

美
し
い
と
思
う
。
観
光
客
が

多
い
と
こ
ろ
も
、
生
ま
れ
育
っ

た
京
都
と
の
親
和
性
を
感
じ

る
。
景
観
条
例
が
あ
っ
て
、

看
板
な
ど
を
規
制
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
共
通
し
て
い
る
。

　「
た
だ
、
京
都
に
は
な
い

海
が
あ
る
の
が
鎌
倉
の
よ
さ
。

海
を
含
ん
だ
美
し
さ
が
あ
る
」

　
納
税
関
係
団
体
の
人
た
ち

と
話
す
機
会
も
よ
く
あ
る
。

精
神
的
な
ゆ
と
り
を
感
じ
さ

せ
、
穏
や
か
な
人
が
多
い
と

感
じ
る
。

　「
自
然
豊
か
な
環
境
が
、

そ
う
さ
せ
て
い
る
の
か
と
推

察
す
る
」。

　
東
京
都
大
田
区
に
住
ん
で

30
年
以
上
た
つ
。
長
男
は
結

婚
し
て
す
で
に
独
立
。
妻
と

高
校
生
の
次
男
と
の
３
人
住

ま
い
だ
。
朝
６
時
半
過
ぎ
に

家
を
出
て
、
８
時
前
に
は
鎌

倉
に
着
く
。

　
大
の
野
球
好
き
で
、
阪
神

フ
ァ
ン
。
直
前
は
１
年
間
、

沖
縄
国
税
事
務
所
に
勤
務
し

て
い
て
、
沖
縄
県
宜
野
座
村

の
キ
ャ
ン
プ
地
も
何
度
か
訪

れ
た
。

　「
今
年
は
リ
ー
グ
優
勝
ま
で

行
っ
た
か
ら
、
い
い
シ
ー
ズ

ン
。
日
本
シ
リ
ー
ズ
優
勝
は

来
年
の
楽
し
み
に
」。
54
歳
。

�

（
文
・
写
真
　
真
田
正
明
）

自宅でゆっくり読書のすすめ
大人が読みたくなる絵本　秋冬編（鎌倉在住・読書アドバイザーＯ選）

（鎌倉朝日2025年12月号＝表） 
 
自宅でゆっくり読書のすすめ 
～ 大人が読みたくなる絵本 秋冬編（鎌倉在住・読書アドバイザーＯ選） 
 

 書 影 書籍情報 ＆ あらすじ おすすめポイント 

 『かかし』（2007年）シド・フライ

シュマン作 ピーター・シス絵 

小池昌代訳 ゴブリン書房 畑に

立てたかかしだけが友だちだった

孤独なジョンじいさん。ある日そ

こへ一人の若者が現れて……。 

まるで上質な短編映画を観てい

るかのような名作。ストーリーは

淡々と進みます。若者と出会うこ

とで、徐々にジョンじいさんの心

の変化が。地味ながら、ああ、人

生とは、と感慨深くなる一冊。 
 『おじいちゃんの口笛』（1995年）

ウルフ・スタルク作 菱木晃子訳 

ほるぷ出版 老人ホームに住

む孤独な老人と、二人の少年

たち。やがて本物の祖父と孫

のような関係になっていく。 

北欧を代表する現代児童文学作

家スタルク特有の、ちょっとシニ

カルでユーモアある文章が秀逸。

血のつながりに関係なく、老人と

子どもはお互いに必要な存在な

のだと実感し、最後はホロリ。 
 『からすたろう』（1979年）八島太

郎作・絵 偕成社 勉強が苦手で、

友だちとも交わることのなかった

孤独な少年ちび。ちびの隠れた才

能に気付いた先生は、みんなの前

でそれを発表させ……。 

コルデコット賞次席受賞。もはや

文学。昭和初期の田舎の風景が郷

愁を誘います。一人の教師との出

会いが、子どもたちの関係性をも

変えていく。真の教育がここに。

涙なくしては読めません。傑作。 

 
 

『ハリネズミと金貨』(2003年) 

V・オルロフ原作 V・オリシヴァン

グ 絵 田中潔 文 偕成社 ロシア

のお話。ある日、冬支度をしようと

していたハリネズミは道端で金貨

を見つけ、その使い道を考えます。 

冬ごもり前の動物たちが、思いや

りを持って、当たり前のように助

け合う姿から考えさせられます。

お金の価値とは。本当の幸せとは

何か。平和ってこういうことでは

ないのか。ラストも秀逸。 
 

 『月夜のみみずく』(1989年) 

ジェイン・ヨーレン作 ショーエ

ンヘール絵 工藤直子訳 偕成社  

ある冬の晩、みみずくを探しに月

夜の森へと出かける父と少女の物

語。コルデコット賞受賞作。 

静謐－その言葉がこんなに合う

絵本はないかもしれません。少女

の静かな胸の高まり。人間も大自

然の一部なのだ、ということを追

体験させてくれ、神聖な気持ちに

なる一冊。 
 

 『雪の写真家 ベントレー(1999

年)J・B・マーティン作 メアリ

ー・アゼアリアン絵 千葉茂樹訳 

BL出版 、アマチュアながらも雪の

研究と結晶の写真撮影に生涯を捧

げたベントレーの伝記絵本。 

コルデコット賞受賞作。実話をも

とにした物語。人に理解されず、

変人と思われても、自分の好きを

追求する姿勢。そして、それを応

援する両親。周りの目を気にし

て、色々諦めてきた大人にぜひ。 
 『ちいさなもみのき』（1993年）マ

ーガレット・ワイズ・ブラウン作 

バーバラ・クーニー絵 上条由美

子訳 福音館書店 森の小さなモ

ミの木と、病気の男の子の交流を

描くあたたかなクリスマス絵本。 

お祭り騒ぎのクリスマスではな

く、静謐なクリスマスをどうぞ。

春が来るたびモミの木をちゃん

と森に返すところもいい。思いが

けないラストに、寒さの中でも心

あたたまり、優しい気持ちに。 

防
災
意
識
を
高
め
、
災
害

時
に
地
域
で
貢
献
で
き
る
人

材
育
成
を
目
的
に
「
防
災

デ
ー
２
０
２
５
」
が
11
月
６

日
葉
山
中
学
校
（
森
岡
孝
校

長
・
生
徒
数
４
７
９
人
）
で

行
わ
れ
た
＝
写
真
。

日
本
災
害
救
援
活
動
士
協

会
創
始
者
で
町
内
在
住
の
馬

場
賢け
ん

親し
ん

さ
ん
が
講
演
で
、
過

去
の
災
害
地
で
の
数
多
く
の

事
例
を
紹
介
。
水
を
汲
む
た

め
井
戸
へ
何
度
も
往
復
し
た

中
学
生
ら
の
活
躍
や
、
石

巻
の
避
難
所
で
夜
間

の
ト
イ
レ
に
行
き
づ

ら
い
高
齢
者
や
身
障

者
を
サ
ポ
ー
ト
し
た

女
子
中
学
生
グ
ル
ー

プ
の
活
動
な
ど
を
伝

え
、「
災
害
が
起
き

た
時
に
は
ま
ず
自
分

の
命
を
守
っ
た
上

で
、
力
を
是
非
貸
し

て
ほ
し
い
」
と
期
待

を
伝
え
た
。
生
徒
か

ら
大
人
を
担
い
で
運

ぶ
方
法
や
、
同
氏
が

葉
山
中
で
「
防
災
デ
ー
２
０
２
５
」

防
災
教
育
で
地
域
連
携

着
け
て
い
る
装
備
な
ど
に
つ

い
て
の
質
問
も
あ
っ
た
。

後
半
は
町
内
外
の
15
協
力

団
体
が
行
う
24
講
座
の
体
験

学
習
を
実
施
。
葉
山
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
は
「
災
害
時
の

水
と
食
」
で
の
水
の
ろ
過
実

験
や
防
災
食
の
実
食
、
葉
山

ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
医
師
ら

は
心
肺
蘇
生
法
を
指
導
し
、

葉
山
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
「
危
な
い

と
こ
ろ
さ
が
し
」
で
生
徒
と

校
内
を
点
検
し
た
。
鎌
倉
を

中
心
に
活
動
す
る
「
防
災
普

及
学
生
団
体Genkai

」
に
よ

る
救
急
車
の
装
備
紹
介
や
怪

我
人
搬
送
の
体
験
も
あ
っ
た
。

最
後
に
生
徒
た
ち
は
在
住

地
域
ご
と
に
、
自
治
役
員
と

の
懇
談
会
を
行
い
、
自
治
会

の
防
災
の
取
り
組
み
や
避
難

所
運
営
の
説
明
な
ど
を
受
け

た
。
東
日
本
大
震
災
を
知
ら

な
い
中
学
生
も
７
月
末
の
カ

ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
地
震
の
津

波
警
報
で
防
災
を
意
識
し
た

こ
と
が
う
か
が
え
た
。

住
吉
文
子
教
頭
は
「
災
害

時
に
自
主
的
に
貢
献
で
き
る

よ
う
地
域
と
つ
な
が
る
防
災

の
種
ま
き
は
で
き
た
と
思
う
」

と
初
め
て
の
取
り
組
み
が

地
域
防
災
へ
つ
な
が
る
よ
う

期
待
を
寄
せ
て
い
た
。�（
Ｋ
）

葉
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
見
学
会

下
水
道
の
仕
組
み
を
知
る

葉
山
町
長
柄
の
下
水
処

理
施
設
「
葉
山
浄
化
セ
ン

タ
ー
」
の
見
学
会
が
11
月
15

日
に
行
わ
れ
、
町
民
11
人
が

参
加
し
た
＝
写
真
。
生
活
基

盤
を
支
え
る
下
水
道
の
役
割

や
仕
組
み
を
見
て
知
る
こ
と

を
目
的
に
町
が
定
期
開
催
し

て
お
り
、
昨
年
か
ら
累
計
約

５
０
０
人
が
訪
れ
て
い
る
。

汚
水
が
芝
崎
の
中
継
ポ
ン

プ
場
に
集
め
ら
れ
た
後
に

４
・
７
㎞
先
に
あ
る
高
低
差

35
ｍ
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
圧

送
さ
れ
る
全
国
で
も
珍
し
い

方
式
を
持
つ
こ
と
や
、
主
に

微
生
物
分
解
で
１
日
約
５
千

ト
ン
の
汚
水
処
理
を
行
な
っ

て
い
る
こ
と
、
人
口
減
や
人

員
不
足
で
厳
し
さ
を
増
す
24

時
間
体
制
の
維
持
管
理
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
昨

年
町
が
発
行
し
た
冊
子
「
う

ん
こ
ド
リ
ル
」
か
ら
の
ク
イ

ズ
に
答
え
た
。

子
ど
も
連
れ
の
家
族
や
近

隣
に
住
む
町
民
ら
は
「
下
水

管
を
修
理
し
て
い
る
間
は
使

用
で
き
る
の
か
」「
微
生
物
は

入
れ
替
え
る
の
か
」
な
ど
、

質
問
を
し
な
が
ら
汚
水
か
ら

ゴ
ミ
を
取
り
除
く
実
験
や
地

下
の
処
理
施
設
を
見
学
し
た
。

１
９
９
９
年
か
ら
下
水
道

に
も
見
学
会
を
予
定
。（
申

込
は
２
週
間
前
ま
で
）。
町

HP
か
ら
も
。
下
水
道
課
☎

０
４
６
・
８
７
６
・
１
１
１
１

鶴
岡
八
幡
宮
宮
司
の

鎌
倉
・
鶴
岡
八
幡
宮
か
ら

鎌
倉
の
歴
史
・
文
化
や
史
跡

旧
跡
、
別
荘
建
築
、
同
宮
の

年
中
祭
祀
な
ど
を
迫
力
あ
る

写
真
で
紹
介
す
る
鎌
倉
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
が
発
行
さ
れ
た
。

鶴
岡
八
幡
宮
監
修
・
同
宮

田
茂
穂
宮
司
著
の
鎌
倉
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
で
、
鎌
倉
の
切

通
や
や
ぐ
ら
群
、
十
王
岩
や

建
長
寺
上
か
ら
の
眺
望
、
獅

子
舞
谷
な
ど
「
心
に
残
る
鎌

倉
十
三
の
風
景
」
や
、
旧
華

頂
宮
邸
、
古
我
邸
、
鎌
倉
文

学
館
な
ど
の
「
鎌
倉
の
別
荘

文
化
」、「
鶴
岡
八
幡
宮
の
年

中
祭
祀
」
に
は
四
季
折
々
の

写
真
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い

て
目
を
引
く
。
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
景
観
ス
ポ
ッ
ト

や
、
食
事
処
と
し
て
利
用
で

き
る
旧
別
荘
の
お
役
立
ち
情

報
も
掲
載
し
て
い
る
。

同
宮
発
行
の
機
関
誌
「
悠

久
」
１
～
４
号
の
記
事
を
完

全
収
録
し
、
万
葉
学
者
・
上

野
誠
さ
ん
、
直
木
賞
作
家
・

阿
部
龍
太
郎
さ
ん
と

田

宮
司
の
鼎て
い

談だ
ん

で
は
鎌
倉
の
歴

史
文
化
、
文
士
の
こ
と
な
ど

が
興
味
深
く
語
ら
れ
て
い

る
。
戦
後
、
１
９
４
５
（
昭

和
20
）
年
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

元
帥
が
同
宮
を
参
拝
し
て
い

た
秘
史
も
紹
介
し
て
い
る
。

田
宮
司
（
83
）
は
１
９

６
６
（
昭
和
42
）
年
に
同
宮

に
奉
職
し
、
１
９
９
７
年
に

宮
司
に
就
任
。
在
籍
59
年
に

わ
た
り
、
鎌
倉
と
同
宮
を
見

守
っ
て
き
た
。

「
本
来
の
鎌
倉
の
あ
る
べ

き
姿
と
は
何
か
、
歴
史
都
市

鎌
倉
の
使
命
と
は
何
か
、
自

分
自
身
に
問
い
か
け
続
け
て

い
る
」
と
投
げ
か
け
、「
鎌

倉
に
関
心
を
寄
せ
る
人
々

に
本
当
の
鎌
倉
を
伝
え
た

い
」
と
ま
え
が
き
に
思
い
を

語
っ
て
い
る
。
小
学
館
刊
、

１
６
５
０
円
（
税
込
）。

『
北
鎌
倉
ふ
し
ぎ

 

探
訪（
改
訂
版
）
』

企
画
・
編
集　

島
村
國
治

　
鎌
倉
市
山
ノ
内
在
住
の
島

村
國
治
さ
ん
（
81
）
が
『
北

鎌
倉
ふ
し
ぎ
探
訪
（
改
訂

版
）』
を
発
行
し
た
。

２
０
２
０
年
に
作
成
し
た

前
著
の
『
北
鎌
倉
　
路
地

巡
り
ふ
し
ぎ
探
訪
』
に
加

筆
、
修
正
し
た
改
訂
版
で
、

１
９
３
０
年
に
開
業
し
た
北

鎌
倉
駅
の
当
時
か
ら
始
ま

り
、
２
０
２
３
年
10
月
の
円

覚
寺
洪お

お

鐘が
ね

祭ま
つ
りの
行
列
ま
で
、

北
鎌
倉
と
そ
の
周
辺
の
写
真

を
満
載
し
て
い
る
。
洪
鐘
祭

の
際
、
山
ノ
内
八
雲
神
社
の

面
掛
行
列
が
復
活
し
た
こ
と

に
意
義
を
感
じ
て
そ
の
項
目

も
加
え
た
と
い
う
。

「
谷
戸
っ
て
な
に
？
」
と

ペ
ー
ジ
ご
と
に
〝
ふ
し
ぎ
〟

の
問
い
か
け
が
あ
り
、
地
図

や
写
真
を
用
い
て
そ
れ
に
答

え
て
い
る
。
六
国
見
山
や
台

峯
、
切
通
し
な
ど
自
然
の
風

景
や
、
建
長
寺
・
円
覚
寺
な

ど
の
歴
史
や
建
物
、
仏
像
の

話
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
北
鎌
倉

の
魅
力
を
紹
介
。

島
村
さ
ん
は
、
鎌
倉
市
中

央
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
鈴

木
正
一
郎
、
皆
吉
邦
雄
、
安

田
三
郎
の
各
氏
が
写
し
た
昭

和
の
鎌
倉
の
写
真
を
デ
ジ
タ

ル
化
す
る
作
業
に
も
寄
与
。

本
の
製
作
に
は
北
鎌
倉
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
・
北
鎌
倉
湧

水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
鎌
倉
市

中
央
図
書
館
近
代
史
資
料
室

が
協
力
し
て
い
る
。

「
若
い
人
に
も
昭
和
の
時

代
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
な
が

ら
読
ん
で
い
た
だ
き
、
北
鎌

倉
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。

千
円
（
税
込
）、
た
ら
ば

書
房
・
ベ
ル
タ
イ
ム
珈
琲（
北

鎌
倉
）・
ポ
ル
ベ
ニ
ー
ル
ブ
ッ

ク
ス
ト
ア
で
販
売
。

後
世
に
伝
え
た
い

歴
史
と
文
化

田
茂
穗 

著

鎌 

倉 

案 

内

鎌
倉
朝
日
３
面

鎌
倉
朝
日
６
面
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